
多
く
の
昆
虫
が
生
息
す
る
東
紀
州

　
紀
伊
半
島
の
南
部
に
位
置
す

る
こ
の
東
紀
州
地
域
は
、
温
暖

多
雨
な
気
候
と
、
豊
か
な
自
然

が
残
っ
て
お
り
、
山
地
や
平
地
、

河
川
な
ど
至
る
と
こ
ろ
に
多
種

多
様
な
種
類
の
昆
虫
が
生
息
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ミ
カ
ド
ア
ゲ
ハ
や
ベ

ニ
ト
ン
ボ
な
ど
を
始
め
と
し
た

南
国
系
の
昆
虫
は
も
ち
ろ
ん
、

寒
冷
地
に
生
息
す
る
コ
サ
ナ
エ

な
ど
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
北

の
昆
虫
も
南
の
昆
虫
も
受
け
入

れ
ら
れ
る
自
然
を
有
す
る
地
域

だ
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
昆
虫
は
自
然
と
密
接

に
関
わ
っ
て
お
り
、
種
類
や
生

態
を
調
べ
る
こ
と
で
、
自
然
の

状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

虫
は
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　
チ
ョ
ウ
は
植
物
と
関
係
が
深

い
昆
虫
で
、
例
え
ば
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
の
幼
虫
な
ら
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
植
物
と
、

種
類
に
よ
っ
て
食
べ
る
も
の
が

決
ま
っ
て
お
り
、
他
の
も
の
を

あ
げ
て
も
食
べ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
チ
ョ
ウ
を
探
す

な
ら
、
ま
ず
そ
の
チ
ョ
ウ
の
幼

虫
が
食
べ
る
植
物
を
探
す
こ
と

が
近
道
で
す
。
逆
に
、
こ
の
植

物
が
あ
る
か
ら
こ
の
チ
ョ
ウ
が

い
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う

考
え
方
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
ン
ボ
は
幼
虫
期
を

「
ヤ
ゴ
」
と
呼
ば
れ
る
姿
で
、
水

の
中
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
水
と
関
係
が
強
い
昆
虫
と

い
え
ま
す
。
ト
ン
ボ
の
種
類
は
、

川
や
池
沼
な
ど
の
幼
虫
期
に
生

息
す
る
水
辺
の
環
境
に
左
右
さ

れ
限
定
さ
れ
る
た
め
、
ト
ン
ボ

の
種
類
を
調
べ
る
こ
と
で
、
水

環
境
を
判
断
す
る
目
安
と
な
り

ま
す
。

自
然
環
境
の
変
化
と
昆
虫

　
山
口
さ
ん
が
調
査
を
は
じ
め

だ
し
た
45
年
ほ
ど
前
と
現
在
を

比
べ
る
と
昆
虫
の
種
類
は
変
わ

っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
人
の
手
に
よ
る
環
境
の
変
化

の
ほ
か
、
紀
伊
半
島
豪
雨
な
ど

の
風
水
害
や
温
暖
化
な
ど
の
気

象
条
件
の
変
化
に
よ
り
、
新
た

に
発
見
さ
れ
る
昆
虫
も
い
れ
ば
、

見
つ
か
ら
な
く
な
り
絶
滅
し
た

と
考
え
ら
れ
る
昆
虫
も
い
ま
す
。

　
普
段
何
気
な
い
景
色
の
な
か

に
紛
れ
込
ん
で
い
る
昆
虫
の
姿
に

意
識
を
向
け
る
こ
と
で
、
環
境
の

変
化
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

写真提供：山口和洋氏

ミカドアゲハ
【生息地】オガタマノキ周辺の樹冠
【成虫出現期】５月、７月～８月
熱帯系のチョウで、日本はその北限にあたる。紀伊半島南東部
が東限で、中国地方の一部と四国、九州に見られるが、どの地
でも産地は限られている。町内では烏止野神社で見られ、５月
初旬に発生し、オガタマノキの周辺を活発に飛翔し、トベラの
花をはじめ、各種の花によく集まり吸蜜する。
裏の紋の色が地域により異なっており、この地域では赤いもの
やオレンジのものが多い。

キナンウラナミアカシジミ（絶滅危惧種）　
【生息地】山裾の林縁から平地
【成虫出現期】６月～７月
紀伊半島南部に生息するウラナミアカシジミの亜種で、ナンキウ
ラナミアカシジミとも呼ばれる。
通常のウラナミアカシジミの幼虫はクヌギを食べるが、この亜種の
幼虫はウバメガシを食べる。氷河期に北からきた個体がウバメガシ
を食べるようになったという説や、中国大陸のウバメガシを食べる
個体がやってきてこの地域に残っているという説などがある。
町内では浅里で確認されている。

ナミアゲハ
【生息地】　山裾の林縁から平地
【成虫出現期】　３月下旬～ 10 月
日本全土に分布し、日の当たる低
木の繁みや明るい生垣に沿って一
定のコースを飛ぶ習性がある。幼
虫はミカン科の植物を食べる。

モンシロチョウ
【生息地】　平地、耕作地周辺
【成虫出現期】　３月～ 11 月
明るく開けた場所に多く、白、黄、
紫系の小さな花を好む。農耕とと
もに分布を広げてきたともいわれ、
幼虫はアブラナ科の植物を食べる。

サツマシジミ
【生息地】　山裾の林縁から平地
【成虫出現期】　３月～ 11 月
かつては珍しい種であったが、分
布を広げ今ではこの地方でもよく
目にするようになった。表側の羽
は明るい青色に白紋がある。

ナガサキアゲハ
【生息地】　山裾の林縁から平地
【成虫出現期】　４月～ 10 月
1990 年代になって初めて三重
県に分布を広げてきたチョウで今
では普通種となっている。
後翅に尾状突起がないのが特徴。

アサギマダラ
【生息地】　林縁部
【成虫出現期】　４月～ 11 月
淡い青色の半透明の翅をもつやや
大型の美しいチョウ。気流に乗っ
て長距離移動し、この地方では
10 月から 11 月によく見られる。

イシガケチョウ
【生息地】　山裾の林縁から平地
【成虫出現期】　３月～ 11 月
南方系のチョウであるが、この地
方では山間渓流に普通に見られ
る。翅が石垣のような模様になる
ことから名づけられた。

紀 宝 町 に 生 息 す る

チ ョ ウ ・ ト ン ボ た ち
　この東紀州地域はよく自然が豊かといわれていま
すが、その自然の豊さに比例して、多くの昆虫が生
息しています。
　今回は、この地域のチョウやトンボを何十年も研究
されている成川地区の山

やまぐち

口和
かずひろ

洋さんに昆虫の生態や、
昆虫採集をする際の注意点などをお聞きしました。

ウスバキトンボ
【生息地】　平地、水田など
【成虫出現期】　４月～ 11 月
赤道付近に分布し、春、日本へ渡
ってくる。この地方では７月～９
月によく飛んでおり、精

しょうりょう

霊トンボ
や盆トンボなどとも呼ばれている。

ベニトンボ
【生息地】　池、沼、河川の淀みなど
【成虫出現期】　６月～ 11 月
南国系の種で、徐々に北へ分布が
広がってきている。平成 23 年に
紀宝町において本州で初めて、個
体が捕獲された。

ハッチョウトンボ
【生息地】湿地、休耕田など
【成虫出現期】５月～ 10 月
全長 20 ｍｍ程度と日本で一番小
さなトンボ。鵜殿で見られたが、
環境の変化を受けやすく、現在、
紀宝町では姿を消している。

撮影：浅名正昌氏

シオカラトンボ
【生息地】　平地、水田など
【成虫出現期】　４月～ 11 月
日本全土に生息し、平地や市街地
などでもよく見られる。オスの胸
や腹背面が白粉で覆われて塩をふ
いたように見えるのが名前の由来。

コサナエ（絶滅危惧種）

【生息地】池沼や湿地など
【成虫出現期】４月～６月
体長約 39mm ～ 47mm の小型のサナエトンボで、北海道や
東北地方では普通に見られる寒冷地のトンボ。井田で見られる。
太平洋側などの南部には基本的に生息しておらず、この地域に
生息しているのは生物学的にも希少なもので、三重県の絶滅危
惧種に指定されている。
かつて氷河時代にこの地域に来て、その後氷河時代が終わった
後も絶滅せずに局所的に生き残っているものと考えられている。

ムカシトンボ（準絶滅危惧種）

【生息地】渓流
【成虫出現期】４月～６月
体長約 50mm。「生きた化石」
といわれ恐竜が栄えていたこ
ろの姿を今に留めているとい
う。世界でも日本とヒマラヤ
地方、中国の一部だけに生息
する珍しい種類。休止姿勢で
止まるときには、羽を完全に
たたむ。
幼虫は山間渓谷の流れの速い
ところで生活し、成虫になる
までは５～６年は要するとい
われている。さらに羽化前の
1 か月ほどは、川岸の湿った
落ち葉の下や石の下で過ごす。
全国的にも個体数は減少してい
る。紀宝町では４月から５月上
旬に相野谷川支流の渓谷で見ら
れることがある。
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思い入れの強い一冊

平
成
18
年
１
月
に
旧
紀
宝
町
と
旧

鵜
殿
村
の
合
併
に
よ
る
紀
宝
町

の
誕
生
に
伴
い
創
刊
さ
れ
た
「
広
報
き

ほ
う
」
が
、
今
月
号
で
発
刊
２
０
０
号

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

令
和
２
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
で
は
、
広
報
紙
を
「
毎
月

読
ん
で
い
る
」と
答
え
た
方
が
76
・
５
％

と
、
町
の
情
報
源
と
し
て
、
親
し
ん
で

い
た
だ
け
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

今
後
も
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
努
め
、
多
く
の
方
に
ご
愛
読
い
た
だ

け
る
よ
う
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

紙
面
は
す
べ
て
自
前
で
作
成
し

コ
ス
ト
削
減
と
わ
か
り
や
す
さ
を
追
求

　
「
広
報
き
ほ
う
」
は
、
第
１
号
か
ら

企
画
か
ら
写
真
撮
影
、
構
成
、
編
集
ま

で
す
べ
て
担
当
者
が
行
い
、
印
刷
業
者

に
デ
ー
タ
で
入
稿
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
や
構
成
を
自
分
た
ち
で
行

う
こ
と
で
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
紙
面

の
フ
ル
カ
ラ
ー
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
細
か
い
部
分
ま
で
調
整
で
き
る

た
め
、
フ
ォ
ン
ト
の
大
き
さ
や
余
白
の

広
さ
、
写
真
の
配
置
な
ど
「
わ
か
り
や

す
さ
」
を
追
求
し
、作
成
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ
を
届
け
る
だ
け
で
な
く

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

　
広
報
紙
は
、
町
か
ら
の
情
報
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
す
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
情
報
を
適
切
か
つ

タ
イ
ム
リ
ー
に
届
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
町
民
の
み
な
さ
ま
が
主
役

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
想
い
を
持
っ
て
作
成

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
町

外
の
方
も
手
軽
に
広
報
紙
を
読
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ッ
プ
し
た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
で
配
信
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
「
マ
チ
イ
ロ
」
に
つ
い
て
は
、
４
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自

分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

広
報
き
ほ
う
の
テ
ー
マ
は
「
笑
顔
」

　

今
回
の
特
集
に
あ
た
り
歴
代
の
広
報

担
当
者
に
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
み
な

さ
ん
口
を
そ
ろ
え
て
「
広
報
紙
を
発
行

で
き
る
の
は
、
町
民
の
方
の
協
力
の
お

か
げ
。
町
民
の
方
の
目
線
で
作
成
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

発
刊
１
０
０
号
を
迎
え
た
と
き
の
広

報
紙
に
、「
広
報
き
ほ
う
」
の
永
遠
の

テ
ー
マ
は
「
笑
顔
」
で
す
、
と
い
う
言

葉
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の
方
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
そ
の
笑
顔
を
見
た
読

者
の
方
も
笑
顔
に
す
る
。
そ
ん
な
広
報

紙
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
、

次
の
３
０
０
号
へ
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

これからも感謝の気持ちを込めながら、人や地域が輝き、
愛される広報紙をみなさまと作っていきます。

みなさまに愛され 16 年

広報きほう発刊 200 号広報きほう発刊 200 号

　毎月届くのを楽しみに待っています。「まちの
わだい」では、各地区の様子が一目でわかります。
また、子どものころの記憶をたどりながら「今昔
物語」を読むのが楽しいですね。
　１号から残していますが、開けば当時の紀宝町
の記録がすべて詰め込まれており、町民の方と行
政が上手くかみあっている証だと思います。町民
としても、「広報きほう」は誇りです。これから
も楽しみにしていますよ！

紀宝町の記録が詰め込まれている

まちのわだい、今昔物語
好きなコーナー

　16 年前になにもわからないまま、大阪から引っ
越してきました。当時から少しでも地域のことを
知りたいと思い、目を通していましたね。「今月の
お料理」の料理は、手軽に作ることができ、主婦
の味方です。
　そして、一番好きなのは「表紙」です。令和４
年３月号のマラソンランナーには思わず、こちら
も笑顔になり、元気をもらえ幸せにつつまれまし
た。これからも素敵な表紙期待しています♪

思わず笑顔になる表紙が魅力

下
し も じ

地 花
は な え

江 さん

表紙、今月のお料理
好きなコーナー

河
川
氾
濫
や
土
砂
崩
れ

な
ど
で
被
害
拡
大

　
台
風
12
号
に
伴
う
記
録
的
豪

雨
で
、
和
歌
山
、
奈
良
、
三
重

の
紀
伊
半
島
を
中
心
に
河
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害

が
拡
大
し
ま
し
た
。

　
氾
濫
し
た
相
野
谷
川
の
水
位

が
過
去
最
高
の
10
ｍ
を
超
え
る

も
の
と
な
っ
た
た
め
、
濁
流
が

高
岡
、
大
里
、
鮒
田
の
各
地
区

に
あ
る
輪
中
堤
（
高
さ
９
・
４

ｍ
）
を
超
え
て
浸
水
。
高
岡
の

輪
中
堤
で
は
、
一
部
が
根
こ
そ

ぎ
倒
れ
ま
し
た
。

　
一
時
、
土
砂
災
害
に
よ
り
孤

立
集
落
も
存
在
し
た
た
め
、
陸

上
自
衛
隊
と
警
察
、
消
防
、
海

上
保
安
庁
に
よ
る
救
助
活
動
と

安
否
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
床
上
・
床
下
浸
水
、
道
路
の

通
行
止
め
、
電
話
回
線
の
不

通
、
停
電
、
断
水
な
ど
、
生
活

機
能
が
完
全
に
麻
痺
し
た
状
態

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
９
月
16
日
ま
で
に
判
明
し
た

死
者
は
三
重
県
２
人
（
う
ち
紀

宝
町
１
人
）、
和
歌
山
県
47
人
、

奈
良
県
８
人
で
、
全
国
で
は
67

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
方
不
明
者
は
、
全
国
で
26
人

（
う
ち
紀
宝
町
１
人
）
に
上
っ

て
い
ま
す
。（
消
防
庁
に
よ
る
）

被害
掲
載
写
真

❶
上
空
か
ら
見
る
と
、
山
間
部

に
は
い
く
つ
も
土
砂
崩
れ
の
形

跡
が
存
在
す
る
。
❷
浸
水
し
た

た
め
、
大
量
の
災
害
ご
み
が
発

生
。
❸
神
内
地
区
で
も
土
砂
崩

れ
が
発
生
。
民
家
を
襲
っ
た
。

❹
避
難
所
と
な
っ
た
相
野
谷

中
学
校
体
育
館
。
最
大
時
で

74
人
が
避
難
。
❺
�
高
岡
地

区
の
輪
中
堤
。
濁
流
は
高
さ

９
・
４
ｍ
の
堤
防
を
越
え
、
一

部
を
根
こ
そ
ぎ
倒
し
た
。
❻
❽

土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
集
落
が

の
み
こ
ま
れ
た
高
岡
地
区
。
❼

�
土
石
流
に
乗
み
込
ま
れ
た
浅

里
和
田
地
区
。
自
衛
隊
員
に
よ

る
行
方
不
明
者
捜
索
が
行
わ
れ

た
。
❾
浅
里
地
区
か
ら
自
衛

隊
の
ヘ
リ
で
救
助
さ
れ
た
住
民

ら
。
�
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
、

電
柱
を
な
ぎ
倒
し
止
ま
っ
た
納

屋
。
大
里
地
区
。
�
土
砂
崩
れ

が
発
生
し
た
浅
里
地
区
。
民
家

が
飲
み
込
ま
れ
た
。
�
道
路
が

崩
落
し
た
成
川
上
地
地
区
。
�

大
里
地
区
で
救
助
活
動
を
行
う

三
重
県
警
。
�
大
里
津
本
地
区

を
視
察
し
、
西
田
町
長
か
ら
説

明
を
受
け
る
野
田
首
相
と
鈴
木

三
重
県
知
事
。（
９
月
９
日
）

【
❼
❾
�
�
写
真
：
陸
上
自
衛
隊
久
居

駐
屯
地
広
報
室
提
供
】

豪雨による甚大な
台風12号　2011.08.30～ 09.05

❶

❷❻

❼
❺

❾

�

�

�

�
�

�

� ❸

❹

❽

特集 ：町を襲った台風 12号

4 2011 - 10 KIHO  2011 - 10KIHO5

　紀伊半島大水害のとき
の災害臨時号。こんなと
きこそ広報が必要なんだ
という使命感に駆られ、
紙面をすべて差し替え、
４日間で作りあげて、被
災後すぐに発行しました。

平成 23 年 10 月号

竹
た け は な

鼻  康
や す し

平成 21 年５月号から
平成 27 年４月号まで

担
当

代 目２

　合併前後の５年間、広
報きほうを担当しました。
第１号は、合併を経てど
うすれば鵜殿の方にも親
しんでもらえるのか、と
特に悩みながら作ったの
を覚えていますね。

平成 18 年２月号

大
お お た く

宅 真
し ん ご

吾
平成 18 年２月号から
平成 21 年４月号まで

担
当

代初

　「平成の振り返り」の
特集では、平成のでき
ごとを振り返り、年表
にしました。竹鼻さん
と愛野さんに助けても
らいながら作った思い
出の１冊ですね。

平成 31 年４月号

田
た な か

中 健
け ん た ろ う

太郎
平成 30 年５月号から
令和４年４月号まで

担
当

代 目４

　楽しい広報を作りたい
と思い、夏休みの時期を
狙って、「虫」の特集を
組みました。子どもたち
からの反響はとてもよか
ったですが、虫嫌いの方
からは…（苦笑い）。

平成 30 年８月号

愛
あ い の

野 裕
ひ ろ き

基
平成 27 年５月号から担

当

代 目３

向
む か い

井 満
み つ お

男 さん

10
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ＥＩ
　Ｈ
ＩＳ
ＴＯＲ

Ｙ
旧
紀
宝
町

旧
鵜
殿
村

平
成
２
年

平
成
９
年

平
成
２
年

平
成
元
年

平
成
10
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
11
年

平
成
1２
年

平
成
1２
年

平
成
13
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
1５
年

平
成
14
年

平
成
1５
年

平
成
16
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
５
年

平
成
８
年

平
成
７
年

平
成
７
年

平
成
６
年

平
成
６
年

平
成
８
年

第
１
回
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
開
始

た
ま
ご
っ
ち
が
大
ブ
ー
ム

東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
海
事
故

愛
知
県
で「
愛
・
地
球
博
」（
愛

知
万
博
）
が
開
催

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

フ
ラ
ン
ス
大
会
開
催
、
日
本

初
出
場

Ｅ
Ｕ
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
誕
生

高
橋
尚
子
が
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
女
子
マ
ラ
ソ
ン

初
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
（
９
・
11
）
が
発
生

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
ア
ジ
ア
を
中

心
に
世
界
的
に
大
流
行

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
発
生（
死

者
・
行
方
不
明
者
約
30
万
人
）

消
費
税
５
％
に
な
る

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生

元
年１

月
１
月

５
月

１
月

３
月

11
月

４
月

６
月

１
月

９
月

９
月

９
月

３
月

1２
月

３
月

４
月

２
年

３
年

５
年

７
年

８
年

９
年

10
年

11
年

12
年

13
年

15
年

16
年

17
年

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

湾
岸
戦
争
が
勃
発

農
村
情
報
連
絡
施
設
（
防
災
無

線
）
完
成

し
ょ
う
ぶ
園
・
え
び
ね
園
・
芝

生
広
場
な
ど
か
ら
な
る
田
代
公

園
が
開
園

ウ
ミ
ガ
メ
公
園
完
成

８
年
の
歳
月
と
１
２
０
億
円
の

巨
額
を
投
じ
て
鮒
田
水
門
完
成

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
完
成
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
目
分
別
収
集
開
始

第
１
回
日
本
一
小
さ
い
村
の
港

ま
つ
り
開
催

給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
、
学
校
給

食
ス
タ
ー
ト

ふ
る
さ
と
資
料
館
「
み
ど
り
の

里
」
完
成

飛
雪
の
滝
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

ウ
ミ
ガ
メ
公
園
物
産
館
完
成

町
民
バ
ス
（
３
路
線
）
が
ワ
ン

コ
イ
ン
で
乗
れ
る
よ
う
に

紀
宝
町
森
林
管
理
協
議
会
設
立

熊
野
川
・
御
船
島
・
七
里
御
浜

が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
る

東
紀
州
体
験
フ
ェ
ス
タ
開
催

和
太
鼓
チ
ー
ム
「
創
作
太
鼓 

紀
宝
楽
」
を
結
成

文
化
協
会
設
立

町
民
体
育
館
完
成

「
紀
宝
ふ
る
さ
と
音
頭
」
誕
生

村
制
１
０
０
周
年
記
念
式
典

紀
宝
朝
市
始
ま
る

熊
野
水
軍
太
鼓
保
存
会
発
足

ふ
る
さ
と
歴
史
館
、
公
園
完
成

町
内
各
戸
に
個
別
受
信
機
を
設
置

紀
宝
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

完
成

中
央
公
園
完
成

村
立
鵜
殿
図
書
館
開
館

鵜
殿
港
完
成

「
鵜
殿
ば
や
し
」
誕
生

鵜
殿
村
文
化
協
会
設
立

鵜
殿
小
学
校
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
利
用
し
た
授
業
開
始

人
権
尊
重
条
例
の
制
定

緊
急
時
用
浄
水
装
置
導
入

う
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

鵜
殿
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
ま
な
び
の
郷
）
完
成

行
政
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
稼
動

寝
具
類
消
毒
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
専

用
車
両
購
入
、
寝
具
類
消
毒
乾

燥
サ
ー
ビ
ス
開
始

日
本
・
世
界
で
の
出
来
事

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生

４
月

６
月

４
月

５
月

３
月

５
月

７
月

８
月

５
月

４
月

10
月

2
月

４
月

６
月

７
月

４
月

８
月

７
月

４
月

１
月

３
月

５
月

７
月

８
月

４
月

７
月

３
月

７
月

３
月

10
月

10
月

７
月

４
月

３
月

２
月

２
月

１
月

４
月

11
月 平

成
を

振
り
返
る

　「
平
成
」
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。
５
月
１

日
か
ら
は
元
号
を
変
え
、
新
た
な

時
代
を
迎
え
ま
す
。

　
今
月
号
の
特
集
で
は
、「
平
成
」

と
い
う
時
代
に
紀
宝
町
で
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い

た
の
か
、
写
真
と
と
も
に
振
り

返
り
ま
す
。

１

１

２

７

平
成
元
年ふ

れ
あ
い
会
館
、
公
園
完
成

６
月

７

８

８

９

９

11

10
11

２３４５

５

６

６

４
３

元２３４５６７８９1011121314151617

昭
和
か
ら
平
成
へ

消
費
税
を
導
入
（
３
％
）

平
成

 2019 - ４ 12  2019 - 413

思い入れの強い一冊 思い入れの強い一冊 思い入れの強い一冊

＜広報紙が配布されるまで＞

取材·撮影
インタビュー・写真撮影などを行います

取材を基に原稿を作成し、使用する写
真を選びます

原稿作成

町の情報やお知らせを基に、特集の
テーマや紙面の構成を検討します

企画

企画調整課内で誤字脱字などがないか
確認します。次に印刷所で、最終確認
を行い、校正完了です

校正

印刷会社が、印刷・製本を行い、配布
日の前日までに役場へ納品します

印刷

広報紙にチラシを折り込み、配布します
配布

▼

▼

▼

▼

▼
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